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平成 30年 7月 24日 開催

災害対策特別委員会 参考資料

i,

参考資料  ,

1 土砂災害防止法パンフレット (抜粋 )

2 土砂災害讐戒区域等 箇所図 (有間川・丹原地区)

3 上越市土砂災害ハザィ ドマップ (有間川 上丹原地区)

4 原子力災!害に関する 3つの検証の実施状況

防災危機管理部・都市整備部
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急傾斜地の高さh

(高さは5m以上)

土石滅
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都道府県が、渓流や斜面及びその下流など土砂災害により被害

を受けるおそれのある区域の地形、地質、土地利用状況等につ

いて調査し、結果を公表します。
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卜傾斜度が30度以上である土地が崩壊する自然現象

2h以内(ただし50mを

超える場合は30m)

■

“

と」矮か議壌 t fF「 l tjれ北冷f等ンfよ
,笑流の 1石筈か本と一体とな■と

=i卜弁る自然現象

輔 Ⅲ IIII―|||||||■ ||
赤̀土地の一部か地 ド水等 tご 起因 t′ て滑る自然現象
叉 tよ これに伴うて移動する自然現象

地滑りの長さL

聰 内(ただし230mを
超える場合はぞ50m)



土砂災害警戒区競
基礎調査結果の公表後、土砂災害のおそれのある

区域等を指定します。

土砂災書警蔵区競 (通称 :イエロープーン)

■急傾斜地の崩壊

イ傾斜度が30度以上で高さが5m以上の区域
口急傾斜地の上端から水平距離が10m以内の区域
ハ急傾斜地の下端から急傾斜地の高さの2倍

(50mを超える場合は50m)以内の区域
■土石流

土石流の発生のおそれのある渓流において、扇頂部か

ら下流で勾配が2度以上の区域

■地滑り

イ地滑り区域 (地滑りしている区域または地滑りする

おそれのある区域)

園地滑り区域下端から、地滑り地塊の長さに相当する

距離 (25断磁霜恢る場合は250m)の範囲内の区域

急傾斜地の崩壊等に伴う土石等の移動等により建築物

に作用する力の大きさが、通常の建築物が上石等の移動

等に対して住民の生命又tよ身体に著しい危害が生ずるお

それのある損壊を生ずることなく耐えることのできる力

の大きさを上回る区域。

Ⅲkただし、地滑りに係る土石等の移動等により建築物に作用する力
の大きさについては、作用した時から30分間が経過した時において

作用するものとされている.また、地滑りに係る特別警戒区域は地
滑り区域の下端から60mの範囲内で指定することとされている。
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土砂災害特別警戒区域 (通称 :レッドゾーン)

土砂災害特別警蔵区慨
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土砂災害警戒区域等 箇所図

有間川・丹原地区えちご トキめき鉄道
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過去に土砂扇れ発生

川の水や土砂が溢れる可能性あり

づ

た場合に土砂等で詩まつ

河川の増水時に注意
(町内会館周辺)

基

大雨、増水時に通行不能の
場合あり

河川の増水注意 (土砂)
※法面の購落等

`

田 景

過去に土砂扇れ発生

過去に土砂崩れ発生
現在でも土砂.が崩れている

過去に土砂崩れ発生

暫|ヽ
■状況により(ユF常時最終ルート)

土砂が滑つている

I  I土砂災害警職区域 (急傾斜地の崩壊l
l  l土砂災書警戒区域 (地すべり)
:  日土砂災害特別警戒区域
―一― 避難略

こう。一`警成区域内の避難路

I垂基:1住宅等

過去の上砂災害等発生箇所

及び注意が必要な区域

いと靭翻 指定緊急選難場所兼指定避難所

● 町内会が定めた一時集合場所
0 町内会が確認した注意が必要な箇所
T 防災行政無線 (砂1拡声子局)
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大雨時、水位に注意が必要

たにはま保育国 (要配慮者利用施設)
■災害時に避難支援の必要な方が
却J用しています。

「
ユ原 }=

有間川フィッシャリーナ
■天候や河川・橋の状況から判断し、
谷浜小学校へ移動する
■施設の開錠は、市所管課で対応する

上越市土砂災害Aザードマップ

有間川・丹原地区

0     50   100 Nm

人
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蘭
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瀑
語
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たにはま公園
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等
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防災調螢池



土砂策害の種類と前兆現象 避難に関する情報の圭な伝達経踏

山地の斜画をつくる岩石や土壌が、少
しずつ斜回下方へ移動する現象です。

大雨の時や融冒期に発生しやすくなり
ます。一度に―

で発生するため、住宅、

運路、鯉 などに大きよ́絡 を及ぼします。

■こんな時は注意が必要

○地面にひび弱れができる。

O瓶 併 醐 限 したり、醜 したり
する。

○木がさ1すたり観お1切れる音がする。

O池や沼の水かさが急に変わる。
O井戸の水が河る。

安全メールの登録方法
Oバーコート韓み取り機能付胡 奪電騒

前兆現象

絡
轟一

上己のORコードにアクセスしてから

メールt送信してぐおい。

Oパツコン,その他の勢帯電騒
下Bのn毎用メールアドレスに堂メールを
送信してください。

空メールを通信すると螂 な
',ま
す。

自動逸億されるメールの案内に従って、配信
情報t4択し、登保機 了して守謎い。

● il■ i■IFil■ !●
=「
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選難に関する情報と市民の曽さんの命を守る行動

※ 避離情報等が発表される前でも、前兆現象等により危険を感じたら急いで避難してください。また、土砂災書から命を守るため、
早めの避難行動を心がけましょう。

土砂奨害から身を守るために
○土砂贈 ′1ザードマッ愛 謳 する
日ごろから土砂災害のおそれが高い区城、選強場所、避難路など韓 露して
おくと、スムーズな選態につながります。
omと キャッチする
土砂災害発生の危険度が非常に高くなつた時には、「土砂災害警戒情報」
が発表されます(新～潟県と新潟気象台の共同発表)。 気象情報や選離勧告等
に注意してください。

災害用伝言ダイヤル

炎害時には、電話がつながりにく |
くなります。安否確認は、炎害用 |:

伝言ダイヤルを利用しましょう。  |
○ わが家の選難所

○家族の集合場所

O家 族 の連絡先

○ そ  の  他
(緊急連絡先など)
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わが家の防策メモ

発行 :上越市役所 防災危機管理部 危機管理課
〒943‐8601新漏県上越市本田 1丁目 1番 3号
電話 :025‐526‐5111(rt表 )

上越市ホ…ムベージ hup=′r呻.dty可。eteu.nttgata.,p/

冒
+

atten胸蔵削悧呼@臓lden.呻
登録用メールアドレス

【避難に関する情報】上越市役所
(各区総合事務所)

輩  025‐526・5111 消防霞。消防署 鸞
防災行政無線、防災ラジオ 園

警窯署

TEL、 FAX 町内会長

肇
贔

エフエム上建 (76.lMHz)
上越ケーブルビジョン
上越市有機放送電話協会

エリアメール・緊急速報メール
ト選市ホームページ

卜■市安全メール (市へ事前登録が必晏)
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斜画が突然購
=t密
ちる現象です。

崩れた土砂は、斜口の高さの2～ 3倍
も醸れた距離まで届くことがあります。
地躍による援rlゃ、大雨 。長面により
地面に水がしみこんで起きます。

地すべりと週う所は、突然起きること、
スピードが速いことです。危険を感じた
らすばやく選難することが大切です。

■こんな時は注意が必要

O小石が′〔ラバラ落ちてくる。
O斜面に調れ目ができる。
O斜面から水が溺き出す。

じ
ふヽ

偽

てヽ

前兆現象

山口とや川底の石や土砂が、長雨や集中
豪雨などの大量の水と一緒に′びって津波
のように褻つてくるものです。

速さは、時遠20～ 40臨‖と、自動車な
みのスピードです。すさましし猟 でヽ、あつ

という間に辺りの樹木や釈、工件物を潰
して押し流してしまいます。

前兆現象

■こんな障は注ぼが必要

○山鴨りがしたり妹 の製ける音、ト
ン・ゴロゴロという音がする。

○川の流
=lが
濁つたり、流本が混じる。

O雨嫌 り続いているにもかかわらす、
川の水が急に減り始める。

避難準備
・高齢者等
避難開始

発表基準

○ 土砂焚書前ぶれ注意情報が発表された鶏合。

■ 避建行動妥支頻善等、特に選建行動に時間を要する人は、避盛所等への選建を開始してください。(避離行動を支授
する人は支援行動を開始してください。)
■ 通常の選離行動熙 る人は、避議するための準備を開始してください。

選難勧告

霧 基準

O 土砂災害警戒情報が発表された場合。
O 土砂災害の前兆現象(湧きホ・地下水の河り、渓流の水量の変化等)が発見された場合。

■ 通常の避難行動艇 る人は、避韓を開始してく厳きとヽ。たれ 、避礫所等への選樺がかえつて危険を伴う蝙合等やむを
得ないとき(障雨が激しく外へ出ることが困難な時等)は、斜面や川から離れた、できれば、2贈以上の部屋へ避難して
くださも`。

発表基準

○ 土砂災害警戒情報が発表され、かつ土砂災害善戒情報の基準を実況で超過した場合。
O 土砂災害が発生した場合。
O 山鳴り、流本の流出の発生力f確認された場合。

■ 選離働告等がすでに発表されている後で、選離途中である場合は、至急選離を完了してください。
■ ま渇陛とを開始していない場合は、Hちに選離行動を開始してください。ただし、避難所等への避聴がかえつて危険を
伴う場合尊やむを得ないとき(降雨炉激しく外へ出ることが因離な時等)は、斜面や川から離れた、できれIF、 2階以上の
部屋へ避建してください。

Oもしも外 出できない場合 は…降雨が激しく外へ出ることが因離な時は、
斜面や川から離れた、できれば、2階以上の部屋へ避難してください。

○夜間に大雨が予想されるときは…暗くなる前1翌離をするほか、お年寄
りや体が不自由な方がいる場合は移動時間を考えて早めの行動を。

1 7 1

再生の場合は

日
+

再生先電話番号

(電話番号は市外局番から)

上盤市モバイルサイト



提 出 課 市民安全課 参考資料4

原子力災害に関する3つの検証の実施状況  ※新潟県HPから

現状・課題

《総括》新鴻県原子力すと電所事故に関する検証総括委員会 (検と正総閣醸ω

・福島第一原発事故及びその影響と課題に関する3つの検証 (事故原因、
事故による健康と生活への影響、安全な避難方法)を行うため、個別

設 置 :平成30年 1月   |
の検証を総括

く事故原因》 《健療と生活への影響》 《安全な避難方法》

新潟県原子力発電所の

安全管理に関する技術

委員会 (技術委盈会)

・構島第一原発事故原因の検証を、
91を続き徹底して実施

・東京藍力と県による合同検証委

員会で、東京電力のメル トダウ

ン公表等に関する闘題を検証

と、_員…良ニエ喪聟 ユ

新潟県原子力発電所事故による

健康と生活への影響に関する検

証委員会 (健康・攀 ⇔

な分科会を設置し、以下を襟証
「

<健康分科会>
・福島第一原発事故による健康へ

の影響を徹底的
'こ

検証
<生活分秘会>
,福島算=原発事故,■よる避難者
数の推移や避雑生活の状】など
に関する調査を実施  

―

―
t…_ユ _重 平

新潟県原子力災害時の

避難方法に関する検証

委員会 ∝露浸員鋤

選難計回の実効性等を徹底森守に
検証

・ 原子力防災剛1練も踏まえて模誕

と__ユ _里と工喫γ要星_ど

今後のスケジュール

“
わ年度求

■ 闘艦実就|

一
総
会

雄

員委

開

告 |

1盗 |き

,委員会
―

i轟
―

報

惟開

イ

報

［服用］

事

故
原
因

避

難

健
康
生
活

適宜、養員会・分科会を開催

生

活

全
体
総
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【3つの検証委員会の開催状況】

○検証総括委員会

H30.2.16 原発事故に関する 3つの検証委員会の協議内容について

○技術委員会             ′

H29.8.8 今後の検証の進め方
H29,12.25 東京電力の未解明問題検討状況のレビュー

H30,5,18 炉心溶融公表遅れ等の検証結果報告

※技術委員会については、H29以前から開催している

○健康 ,生活委員会

・健康分科会

H2“ 9.H 今後の進め方 (県民健康調査の分析、学術論文のレビュー等 )
130.2.5 検証の進め方          !
i生活分科会

H29,9.H 今後の進め方 (避難生活に関する総合的調査及びテーマ別調査の枠組)
H29.12123 避難生活に関する総合的調査の中間報告

H30。 1,27 避難生活に関する総合的調査及びテーマ別調査の報告

○避難委員会

H29,9.19 広域避難の行動指針策定時の課題と今後の検証の進め方

H30。 112 広域避難に唇る課題          ・

H3“ 3_29 現地視察及び視察を踏まえた意見交換・
′                                 ノ


